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地区会議の運営方法（案） 

 
１．地区会議の開催目的 

 公園地区ごとに地域に密着したより具体的な検討を行うため、各地区の利用

者・利用団体、地元自治体等から様々な意見をお聞きし、今後の公園整備や公園

の維持管理に反映することを目的として開催する。 

 

２．地区会議の参加者・人数 

 地区会議の参加者は、本日の地域協議会で選定された団体の中で、地区会議へ

の参加を了解された方とする。 

 参加人数は最大２０名程度とする。  

 

３．地区会議の開催日時・場所 

 開催日時：土曜日または日曜日の午後を想定。 

 開催場所：会場は、対象地区の最寄の公民館等を予定。 

      会場から公園まではマイクロバスでの移動とします。  

 

４．地区会議の運営手順 

地区会議は、ワークショップ形式※とし、以下の流れで実施する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

５．地区会議の結果の反映 

地区会議の結果は、次回の地域協議会に報告し、整備計画案の内容に反映させる。 

 

① 淀川河川公園基本計画と地域協議会の概要を説明する。【室内会場】 

② 参加者全員で河川公園歩きを行い、対象地区の利用にあたって気付いたこと、地区の

魅力、課題等を発見する。【河川公園】 

③ グループに分かれて、各地区の魅力、課題、提案等について各メンバーの意見を出し

  合い、意見交換を行う。【室内会場】 

④ グループごとに集約した意見を発表する。【室内会場】 

平成22年度 第２回淀川河川公園 
上流域地域協議会 H22.12.22 

資料２ 

※ ワークショップ形式とは、多様な市民がそれぞれの立場で主張し合うような場合でも、時間を
無駄なく使って、平等にかつ合理的に意見をまとめられる話し合いの方法であり、誰もが自由に
意見を言いやすいように工夫されている等の特徴を持っている。（「合意形成プロデュース～コンサルタ

ントの新しい役割～」（土木学会コンサルタント委員会市民合意形成小委員会）より引用） 
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６．地区会議の開催準備スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

７．地区会議の会場候補 

地区名 候補会場（案） 住所 公園からの距離

大山崎地区 下植野集会所 大山崎町字下植野小字竜頭9-2 約0.7キロ 

背割堤地区 八幡市文化センター 京都府八幡市八幡高畑5-3 約2.1キロ 

江川自治会集会所 
大阪府三島郡島本町江川

1-16-20 
約0.4キロ 

島本地区 

人権文化センター 島本町広瀬2-22-27 約0.3キロ 

 

平成22年 平成23年

項　目 12月 １月 ２月

下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

 １．地区会議メンバーの確定

 ２．地区会議の日程調整

 ３．地区会議の開催


